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ぶどうのいえの二階には食堂に隣接してプ

レイルームがある。そこにはテレビやおもちゃ、

そしてたくさんの本が並んでいる。ピコピコと

ゲームをしていることの多いお子さんが時に

夢中になって本を読んでいる姿を見ることが

できると、とても嬉しい。静かな

午後、ページをめくる音は生と死

が同居する場で強い命を感じる。 

私は乳児院に絵本を読みに行く

ボランティアをしている。０歳か

ら３歳までの幼い子どもたちだが、

幼いながらも前のめりになって聞

いてくれることがある。０歳は０

歳なりに、膝の上で本をかじる。

１歳になると本をめくる。気に入

った絵を指さす。小さいうちに本

が友達となることをわかって欲し

くて、よだれでベタベタになって

も、歯型がくっきりとついても、

私は絵本を抱えて通う。 

最近、とある子ども病院で活動

なさっている読み聞かせボランテ

ィアグループの一日を見学、活動に参加させて

いただく機会を得た。病棟での読み聞かせのあ

と、本を貸し出す。今読んでくれた本はどれ？

と聞かれ、手渡すと本当に嬉しそうにベッドに

持って行き、さっそく開いた。（やったー！）

付き添いのお母様が小さな声で読み出すのを

聞きつつ部屋を出たが、その場にいたボランテ

ィアの笑顔！笑顔!! 初めて会ったボランティ

ア同士が喜びで、あっという間に一つになれる

この瞬間があるからやめられない。 

  この日は、手も足も言葉も呼吸すら自分 

ではしづらい子ども達の枕元でも読んだ。 

体格の良い男の子におにぎりの絵本・・・。 

一生食べることはできないのかもしれな 

けれども、いつか食べたいね、との願いを

こめて読んだ。一瞬、絵本のおにぎり

を見つめてくれた彼は、きっと私と同

じ気持ちでいてくれたと信じている。 

絵本の力はすごいと思う。白血病で 

髪の毛が抜け、いつも帽子をかぶって 

いる子どもが主人公の本があるが、言 

葉では語りづらいことも絵本なら表現 

できることもあるし、絵は読み手聞き 

手の心の持ちようによって様々な事を 

語る。絵本のおにぎりも聞き手の彼に 

「おいしいよ」「ホカホカだよ」以外の 

何かを語ってくれたはずである。 

海外には、“助け人自身が助けであ

る”ということわざがあるらしい。ボ 

ランティアは力まないでも始められる。

そして帰りにはたくさんのお土産を心

の中につめ込める。 

私は絵本の力を借りて読み聞かせボラン 

ティアを続け、多くの子ども達から助けら 

れている。 

私を受け入れて下さっている施設、そし 

  て何よりも多くの病気・苦しみをかかえる 

  子ども達に、活動を通してたくさんのあり 

がとうを伝えたい。 

       (ぶどうのいえ運営委員) 
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金井 務 殿 楽園〈パラダイス）への出張を命ずる 

         ― 金井務氏の死を悼みつつ ― 

                前ぶどうのいえ理事長  

          日本聖公会 東京教区主教 大畑喜道  

 

ぶどうのいえが現在あるのは金井務さんの大きな働きがあってこそだと感謝の思いでいっぱいで

す。神様によってこの世に生を受け、支えられて人生の旅路を終えられた金井務さんは80有余年の人

生を、様々な苦悩や悲しみを乗り越えてこられました。青年時代の江田島での海兵時代から敗戦、価

値観の大転換を迫られ、東大での生活、そして何よりも同志会という東京大学の寮での交わりを通し

てキリスト教信仰を育み、自分の人生の方向性を発見し、企業人として、またクリスチャンとして、

必死にその生きる意味を問い続けながら、謙遜に生き抜いた方であったことを今更ながら感動してい

ます。 

 小職は約30年前、一番初めの教会の牧師として東京聖テモテ教会に赴任しました。30歳そこそこで

生意気盛り、そんな牧師を背後からしっかりと支えてくださいました。聖公会という教会が大切にし

ていることの一つは、小さい者への愛のまなざしを持つことです。それをみんなが実感できるように、

目に見える形で共有できるようにと、クリスマスの時に救い主キリストの降誕劇を大人が子供たちに

して見せたことがあります。3人の博士をどうしようか、その時に日立の社長だった金井務さんにお

願いをしました。教会のなかで体格もよく立派に見えるだろうというだけの理由でしたが、本当に楽 

しんで劇に参加してくださいました。博士として自分の持てる最上のものを小さく貧しくされてい

るところへ持っていく働き。今思うと金井さんの人生の縮図がそこにあったようにも思い出されま

す。ぶどうのいえを東京聖テモテ教会の働きとして立ち上げた時に後援会長になっていただきまし

た。しかしいつも名前はあまり出さないでほしいと言いながら、本当に支えてくださいました。忙

しい長期の海外出張の帰りがけにお立ち寄りになったりもしていつも気にかけてくださっていま

した。奥様の玲子夫人とともに陰からいつも支えてくださったことを感謝しています。 

 主イエスが共に死んでくださるがゆえに、死を乗り越える対話があり、力があり、慰めがありま

す。私たちは死の先がどうなるのかは分かりません。しかしわたしたちには確信があります。謙遜

に生き抜いた信仰者を、神はしっかりと支え大きな懐に抱いてくださることを。 

2013年8月 ぶどうのいえだより 
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金井さんの最後のお顔に対面させていただいて感じたことがあります。「今日私は神に出会

い、楽園に連れて行ってもらえる。安心しなさい。私は世界中を仕事で駆け回った。長期の

出張もした。今回は神からの命令として天国への長期出張命令が出ました。喜んで出かけま

す。」私たちも神様から長期出張の命令を受ける時が必ずやっています。その時に、金井さ

んと笑顔で再会したいと思います。神が私たちに、愛に生き抜く信仰と力を、再会の希望を

与えてくださいますように。主に召された金井務氏の霊魂の平安をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

元後援会長 金井務氏の死を悼む 

                      理事長 堀内 昭 

 

 3 月 19 日にご逝去されたとの訃報を翌日に伺い、驚きました。17 日の総会時に、体調が

良くなられたので明日から散歩に出掛けるという奥様からのお話を伺ったばかりでした。 

 「聖テモテ愛の家」（現「ぶどうのいえ」の前身）を立ち上げ、運営をしていくために、竣

工前の、1995年 9月に「聖テモテ愛の家後援会」を設立した際に、会長を引受けて下さった

のが、昨日のように思い出されます。さっそく翌年から日立製作所をはじめ日立グループ各

企業に呼びかけて下さいました。宗教法人の枠で外部から寄付を集めることは、ハードルが

高いので、1 日も早く法人格を取得するようにと、貴重なご意見を戴きました。そのため、

早速準備に取り掛り 1999 年 11 月 27 日に特定非営利活動法人（NPO 法人）の認可の申請。

翌年 4 月に NPO 法人として認可を受けることが出来ました。さらに「認定」の申請に対し

てもご心配下さり、日立製作所の専門家の方にノウハウを聞いて下さいました。そのお蔭で、

32番目という早い時期に認定を受けることが出来ました。 

金井さんが毎年、日立各社に「ぶどうのいえ」への継続的なご支援を呼びかけて下さった

ので、18年に渡って運営が順調に行われてきました。いつも感謝の気持ちで一杯です。 

「ぶどうのいえだより」の No.7（1997 年夏号）に『落穂拾い』と題し、会社の製品の品

質の保ち方、問題が起こったときの知恵の出し方を社内では落穂拾いと名づけて活動してい

ると説明し、若い人に「問題があることを知る」「それに参加する」ことの大切さを知ってほ

しいと述べられました。「若い人たちが自分の大事な時間を実際に使ってボランティア活動に

参加することは素晴らしいことであり、且つ皆さんの知識が真の『知』となり、これからの

皆さんを成長させるのだと思います。」と。さらに No.17（2000年春号）では、「ぶどうのい

えが NPO法人となり、ようやくNPOのようなボランティアという個人活動が社会のために

必要であることを日本の国が認識したわけです。（中略）日本の社会の一部であるぶどうのい

えを一層育てていただきたいと思います。」とボランティアのあり方を示して下さいました。 

企業のトップとして、社会的責任の大きさと、世の中の弱者に目を向ける心を知る大きな

方でした。 

 

2013年 8月 ぶどうのいえだより 
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10 周年や 15 周年記念号でも「ぶどうのいえ」に対する今後の方針についてご意見を戴き

ました。来る 2015年に迎える 20周年や将来の「ぶどうのいえ」の計画等もご相談しようと

思っていた矢先、天国へ召されました。 

天国から「ぶどうのいえ」の今後をお見守り下さい。 

 

 

 

お働きに感謝します 

        副理事長 横倉 正義 

 

 金井 務様は、「ぶどうのいえ」後援会会長として、当時日立製作所社長の要職に在りなが

ら、1996年 4月からご尽力いただきました。「ぶどうのいえ」は、発足間もないころでした

が、難病のこどもの看護に当たるご家族に安く、くつろげる滞在施設を提供するという主旨

でしたので、利用者の負担を抑え構造的に発生する赤字は、寄付金で賄う必要がありました。

金井様のご協力により、関係する会社の方々から多額の募金をいただき、事業としての基盤

を確立することができました。目的や狙いはいかに貴重なものであっても、財政的に安定し

ない事業は永続することができません。その意味で金井様のお働きは「ぶどうのいえ」にと

って大変ありがたいものとして心から感謝する次第です。 

 金井様とお目にかかる機会は多くありませんでしたが、物静かな話し方や穏やかな表情は

印象に残っています。また、何度かお礼にお伺いした本社の担当者の方々を通して、社内で

尊敬を受けておられることを感じることができました。「ぶどうのいえ」の副理事長を務めて

いただいておられる奥様と、日本聖公会東京教区での働きで、お嬢様の黒沢様とは数多くお

話しする機会に恵まれ、素晴らしいご家庭の雰囲気を感じさせられました。尋常帰妙、多逢

聖因という言葉があります。良い縁がさらに良い縁を尋ねて発展していき、いい人と交わっ

ていればよい結果に恵まれる、という意味ですが、金井様をはじめ多くの方々のお支えで、

「ぶどうのいえ」が世のため人にため役に立つ働きができることを願っています。 

 「ぶどうのいえ」の働きは，1984年 12月の聖テモテ教会女子寮の将来を考える「会館委

員会」の活動が始まりとのことですが、この働きを緒として全国に 100を超す施設がつくら

れることになりました。家族の病気で苦しむ方々が少しでも安らぐことができるように、残

された我々ができることを続けていくことが求められていると感じます。金井様が天国から

「ぶどうのいえ」の活動を見守っていただき、私たちに知恵と勇気を与えてくださるように

祈っております。 

2013年 8月 ぶどうのいえだより 
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ファミリ-ハウス・フォ-ラム 

             病気の子どもと家族のトータルケアを考える 

     ～「その人らしく生きる」ということ～ 

 荒川こずゑ 

 7月 6日(土)、当日の準備段階から参加して、様々なハウスから集まっているのにもかかわ 

らず手際よく進められる作業にファミリーハウスの底力を感じつつ、開始時間を迎えた。 

フォーラムの目的は、“トータルケアの一環として「その人らしく その家族らしく」生き 

る為の支援を考えているファミリーハウスのトータルケアへの役割について考えること”で、 

はじめにイギリス・ドイツの視察報告がなされた。 

 充実した子どもホスピスの概要、ホスピスとファミリーハウスの共通点等を聞きながら、

ぶどうのいえでも早速できることがあると感じた。 

基調講演はアルフォンス・デーケン先生が「その人らしく生きる」をテーマに約 2時間話

された。上智大学で哲学の講義をなさっていらしたドイツ生まれの先生が、妹さんを家族で

看取ったときは 5歳。妹さんは両親、兄弟一人一人にありがとうと伝えて亡くなったそうだ。

宗教、環境の差はあるが、1930年代に家庭でホスピスケアがなされていたことは驚きととも

に羨ましくも思えた。日本なりに受け入れられる点を考えていきたいと感じた。 

 深く頷かされたのは、いかなる時にもユーモアが大切だという話だった。ユーモアとは（〜

にもかかわらず）笑うこと、ほほえみ、笑顔は無言のコミュニケーションであると伺い、ぶ

どうのいえのスタッフの笑顔は正しかったのだと実感した。 

 最近、ぶどうのいえを 15年以上に渡って利用された方のお子さまが亡くなった。最後のほ

うは涙、涙だったが、一日ひとつでも良かったと思えることを探して笑うこと、例えば、「駅

のホームに着いたら電車がすぐに来た」、「エレベーターにスムーズに乗れた」でも OK！と言

いながら病院に向かっていらした姿が、デーケン先生のお話を伺いながら目に浮かんだ。 

 フォーラムはパネルディスカッション ―ファミリーハウスの役割― と続き、200人以上

の来場者がほとんど途中退場することなく、幕を閉じた。 

 充実した一日を過ごした満足感とともに、ぶどうのいえで活かせることを探したい、笑顔

の大切さをあらためて心にきざみ実践していきたいとの思いを強くした。 

 

≪パネルディスカッション≫ 

          西田恵子 

休憩後、医師・看護師・ソーシャルワーカー等専門家の 4人のパネリストを中心にファミ 

リーハウスの果たしてきた役割と今後のハウスのあり方について考えた。 

病気の時こそ「普通の生活」をと「我が家」の様な温もりを持ったハウスは、不安な家族を 

支え、子どもの治療への意欲を引き出すと言われ、トータルケアの一端を担ってきた。また 

「安心・安全・安価・ホスピタリティ」というのがハウスの理念である。この言葉をスタッ 

フは心がけている。 

利用者が安心して治療に専念できる宿泊施設であること、衛生面も含めて安全に宿泊でき 

る環境、長期で利用される方にも負担がかからないよう安価で孤独になりがちな闘病生活を 

守り支える、これらが理念と役割である。 

今後のハウスのあり方として、急性期病院が運営するハウスと運営・連携システム等の実 

2013年 8月 ぶどうのいえだより 




